
　
　
　
　
　
　
紹
　
　
　
　
介

元
興
寺
、
大
安
寺
、
西
大
寺
、
招
握
寺
、
藥
師
寺
、
法
隆
寺
を
、
巡
記
し
た

ま
』
に
堂
塔
佛
像
法
具
の
類
か
ら
或
は
寺
の
澱
趨
及
び
腿
史
的
廓
實
の
詑
載

に
ま
で
も
筆
を
及
ぼ
し
た
も
の
で
あ
る
。
但
し
招
纒
寺
は
七
大
寺
の
中
で
は

な
い
け
れ
ど
も
、
巡
路
に
欝
つ
た
か
ら
附
記
し
た
、
と
い
ふ
註
記
が
あ
る
。

・
本
書
の
原
本
は
早
く
に
失
は
れ
て
今
は
之
を
見
る
に
由
な
い
が
、
幸
に
も

法
隆
寺
に
は
室
町
時
代
の
古
岩
本
が
保
存
さ
れ
で
屠
っ
た
の
で
、
今
そ
れ
に

從
っ
て
殆
ん
ど
共
の
膣
裁
の
ま
製
を
複
製
し
、
鵤
属
籍
の
第
四
と
し
て
同
苗

の
士
に
頒
布
せ
ら
れ
、
荻
野
厳
七
彦
震
（
鰍
）
の
肇
に
成
る
詳
し
き
解
識
が
附

せ
ら
れ
て
あ
る
Q
四
書
世
に
行
は
る
」
事
稀
に
し
て
其
名
の
み
は
高
く
、
し

か
も
見
る
に
術
…
な
く
、
た
壁
僅
か
に
詳
論
あ
り
て
耽
ハ
の
原
本
に
慶
す
る
か
、

戴
は
史
料
編
纂
所
の
影
爲
本
に
よ
る
外
に
仕
方
が
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
に

今
や
印
行
公
刊
さ
れ
た
の
で
、
斯
界
は
極
め
て
多
大
の
便
宜
を
得
る
に
至
っ

た
9
こ
れ
に
よ
り
て
李
安
朝
末
期
に
於
け
る
南
都
佛
教
界
を
窺
知
す
る
に
幾

多
の
新
知
見
を
求
む
る
嬢
が
出
來
よ
う
。
薯
岩
親
通
の
見
聞
非
凡
に
し
て
記

載
頗
る
妙
趣
あ
り
ふ
何
れ
の
簡
所
を
蒼
く
竜
必
ず
重
要
な
る
記
事
の
≡
二
に

接
す
る
事
が
出
煮
る
も
の
で
、
黒
術
的
の
領
値
極
め
て
高
い
も
の
で
あ
る
。

　
此
種
稀
・
…
観
に
し
て
且
つ
貴
重
な
る
交
賦
の
複
纒
頒
布
が
如
何
に
三
界
を
稗

釜
す
る
竜
の
な
る
か
は
、
贅
言
を
要
し
な
い
が
、
此
の
事
業
に
多
大
の
資
を

投
ぜ
ら
れ
た
る
匿
名
氏
に
、
蔭
な
が
ら
感
謝
す
る
。
〔
申
村
〕

矯
皇
壼
の
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
　
島
　
　
寛
副

本
欝
は
瀞
宮
寺
學
館
受
授
で
あ
っ
た
故
竹
島
寛
矯
の
…
遺
稿
の
中
、
特
に
皇

蟹
〃
二
山
L
二
鰹
一
　
醗
覗
二
腰
岨
　
　
鵬
H
…
六

蜜
に
關
す
る
研
究
を
主
膿
と
し
て
編
纂
上
露
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
初
め

か
ら
一
貫
し
た
細
岡
を
以
て
題
名
の
通
史
を
霞
き
下
し
た
も
の
と
は
肖
ら
越

を
與
に
し
て
み
る
。
そ
の
内
容
上
の
膿
制
を
見
て
竜
、
氏
の
過
去
に
獲
表
さ

れ
た
豊
艶
集
の
形
を
と
っ
て
み
る
爲
、
稟
室
に
關
す
る
部
分
は
諸
所
に
於
て

軍
複
す
る
下
記
多
く
、
又
正
編
…
外
編
合
せ
て
十
三
編
の
中
、
巣
立
制
度
に
論

及
さ
れ
て
み
る
も
の
は
僅
か
に
五
編
に
過
ぎ
な
い
歌
態
で
あ
っ
て
、
案
書
題

名
の
画
し
も
常
ら
な
い
事
を
思
は
せ
る
。
　
　
　
　
　
・

　
先
づ
毬
頭
に
…
禍
げ
ら
れ
た
「
王
朝
時
．
代
塁
室
史
総
論
」
は
、
形
式
上
｛
A
書

の
代
表
的
論
交
で
あ
っ
て
、
天
難
の
統
治
の
大
呂
よ
り
后
妃
、
女
官
、
上
皇

息
太
后
、
女
院
、
親
黒
、
内
親
王
、
諸
王
、
等
に
蘭
し
、
各
々
項
を
分
っ
て

極
く
概
説
的
に
論
及
し
て
ゐ
惹
が
、
る
の
4
4
、
親
王
、
諸
王
に
籍
す
る
部
分

繋
蝿
幽
し
熱
繰
響
羅
講
糠
懲
醗
鍍
㈹
．

の
御
員
…
数
」
及
び
「
王
朝
時
代
に
於
け
る
二
親
の
御
厳
藤
制
…
度
と
御
↑
漸
滅
欣

態
」
に
於
て
再
び
詳
論
さ
れ
、
浦
安
朝
に
於
て
年
宮
前
欝
制
の
護
生
せ
ね
ば

な
ら
な
か
っ
た
鵠
情
を
令
制
よ
り
説
き
起
し
、
親
王
諸
王
の
鏡
面
入
を
稻
よ

り
換
算
し
て
、
そ
の
糎
濟
駄
態
に
説
き
及
し
て
み
る
の
で
あ
る
が
、
只
そ
の

論
旨
が
、
國
庫
と
親
王
諸
王
員
緻
の
多
激
な
る
導
情
と
の
関
…
係
か
ら
年
給
制

や
巣
族
賜
姓
と
の
關
係
に
向
ひ
つ
鼠
亀
峯
猶
究
極
に
於
て
ほ
纏
濁
史
上
の
問

題
と
し
て
取
扱
は
れ
ず
、
且
政
治
の
雁
史
的
推
移
と
の
聯
關
も
十
分
反
省
せ

ら
れ
て
る
な
い
鮎
は
、
讃
者
を
し
て
や
」
寂
蓼
を
畳
え
し
め
る
。
　
　
　
叉
、

「
王
朝
時
代
の
三
親
と
丈
藝
し
は
極
く
輕
い
小
論
で
あ
り
、
次
の
「
塁
族
御

制
度
交
概
要
」
の
中
、
前
編
朋
治
維
新
以
前
の
部
分
は
、
そ
の
一
部
、
崇
親

と
養
子
振
子
、
塁
親
署
脳
の
職
員
、
宮
象
、
富
門
跡
と
比
丘
尼
御
所
、
等
を

働



除
い
て
ほ
、
．
殆
ん
ど
前
諸
編
の
姻
課
㊧
返
へ
し
で
ボ
め
つ
で
．
本
論
の
中
心
は
酒

石
後
編
…
斗
明
治
維
薪
以
後
の
制
度
に
あ
峯
と
…
葺
ふ
ぺ
ぎ
で
あ
ら
5
。

，
本
書
の
髄
室
史
に
関
…
す
為
も
の
は
、
以
上
の
累
歳
を
以
て
維
る
の
で
φ
め
る

が
、
，
併
し
更
に
他
の
一
編
「
正
倉
院
の
研
究
」
、
及
び
外
編
と
し
て
牧
め
ら
れ

て
る
る
七
編
の
論
文
は
、
丙
容
上
寧
ろ
水
害
の
雄
編
と
し
て
光
彩
を
與
へ
て

る
る
も
の
で
あ
る
。

　
「
正
倉
院
の
蔽
究
」
四
章
の
申
、
特
に
問
題
と
な
る
一
婦
は
正
倉
院
中
倉
に

關
す
る
考
謹
で
あ
っ
て
、
申
倉
が
後
世
の
穿
て
増
し
で
あ
る
か
否
か
の
問
題

は
曾
て
提
出
さ
れ
た
一
つ
の
論
題
題
目
で
あ
っ
た
。
氏
は
「
正
倉
院
中
倉
考
」

及
び
「
正
倉
院
中
倉
考
落
…
遺
」
に
於
て
、
大
村
西
崖
氏
の
「
正
倉
院
志
し
や
、

小
野
善
太
郎
氏
の
「
正
倉
院
の
栞
」
を
批
判
し
、
種
々
の
鮎
よ
り
古
記
録
に

り
　
つ
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
つ
　
　
　
む
　
　
　
つ
　
　

申
室
間
、
叉
は
、
中
闘
、
と
あ
る
意
昧
を
、
中
毒
に
あ
る
蜜
、
と
解
縄
す
る

議
、
並
び
に
斯
か
上
二
倉
形
式
の
建
築
が
古
ぐ
我
國
に
行
は
れ
た
事
實
を
、

興
鵬
寺
流
記
以
下
の
文
獄
に
よ
っ
て
考
饗
す
る
事
に
よ
り
、
中
倉
建
墳
説
を

否
定
せ
ん
と
す
る
の
で
あ
る
。

．
右
二
論
文
は
大
正
十
一
年
置
及
び
昭
和
二
年
に
夫
れ
く
畿
表
さ
れ
た
純

文
賦
的
考
証
で
あ
る
が
、
此
の
問
題
に
間
し
て
は
そ
の
後
、
畑
野
貞
筑
も
東

洋
羨
術
誌
上
に
於
て
諭
ぜ
ら
れ
、
礎
石
、
木
材
の
性
質
、
床
下
詩
嚢
、
ヒ
二
桁

の
通
り
筋
等
、
建
婆
上
の
諸
鮎
よ
り
同
じ
く
申
倉
非
鰻
補
説
を
と
っ
て
み
る

か
ら
、
本
論
の
結
論
も
大
腿
正
鵠
を
失
し
な
い
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
コ
～

　
次
に
外
編
所
腹
七
論
文
の
中
、
「
奈
畏
朝
の
物
療
に
就
い
て
㎏
は
次
貸
右
転

丈
書
の
奈
良
時
代
の
史
料
に
よ
っ
て
、
米
蔵
を
規
準
と
す
る
一
般
物
儂
を
換

箕
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
口
黛
田
の
孜
入
及
び
、
官
吏
の
年
牧
草
を
考
へ
ん
と
し

た
も
の
で
あ
り
、
「
王
朝
時
代
に
於
け
る
貸
借
上
の
利
息
に
就
い
て
し
は
、
令

紹

介

制
に
於
け
る
掲
墾
の
法
に
就
い
て
、
法
定
最
蕩
最
低
利
息
を
論
じ
た
・
も
の
で

あ
る
9
而
し
て
「
．
腿
史
上
よ
ヴ
瑚
た
る
國
道
憂
遽
の
凍
因
」
に
絶
て
は
、
奈

　
昆
朝
よ
り
近
世
に
至
る
口
論
主
要
路
次
の
鑓
遽
を
識
き
、
以
下
，
「
元
興
轟
守
考
」

「
大
安
寺
の
畢
城
京
蓬
都
に
就
い
て
し
「
古
寺
院
、
の
偲
坊
及
び
難
含
」
ら
寺
院
の

肺
資
物
忌
と
血
統
相
鍵
．
」
鰍
V
の
論
編
は
、
練
…
て
佛
教
寺
院
史
闘
…
係
の
述
作
で

あ
る
が
、
右
の
中
特
に
注
獄
す
べ
き
も
の
と
し
て
は
大
官
大
寺
た
る
大
安
寺
の

移
建
を
義
老
二
年
以
蘭
に
籔
寄
せ
ん
と
す
る
も
の
及
び
元
興
寺
、
法
興
寺
、

飛
烏
寺
、
．
，
建
造
寺
、
霊
寺
異
名
訟
を
主
張
す
る
二
編
が
あ
る
Q
元
興
聯
の
問

題
は
曾
て
黄
燐
に
於
て
論
叢
の
中
心
と
さ
れ
た
問
題
で
あ
っ
て
、
喜
倒
聖
画

　
氏
の
異
寺
説
、
ギ
子
二
面
氏
の
同
細
説
が
あ
り
、
最
近
は
又
ハ
福
山
敏
夫
琉

　
の
同
寺
論
が
提
禺
さ
れ
て
る
る
状
態
で
あ
る
。
本
論
文
コ
聖
訓
寺
考
」
は
、
職

　
頁
に
亙
る
大
論
文
で
あ
っ
て
膚
繭
論
を
引
川
…
吏
料
に
よ
っ
て
詐
細
に
批
判
し

　
た
後
、
書
紀
及
び
A
醍
醐
寺
木
元
興
寺
離
縁
起
の
構
成
を
交
蹴
…
的
に
公
器
検
…

　
討
し
た
結
果
、
大
膿
に
於
て
闘
寺
同
筆
説
を
と
ら
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

，
　
氏
の
論
皆
は
鴇
君
紀
以
下
の
古
文
獄
や
、
元
興
寺
巌
至
精
改
の
塔
露
盤
銘

　
文
及
び
丈
六
羅
迦
光
背
銘
文
に
甥
す
る
分
析
の
方
法
に
於
て
も
、
量
販
氏
程

　
の
鋭
さ
は
な
い
が
、
併
し
大
蒜
に
於
て
大
正
十
コ
年
稜
表
常
時
の
本
編
の
結

　
論
が
、
…
規
今
蘇
芳
の
定
説
と
歩
調
を
合
ぜ
て
る
る
事
は
特
に
注
日
す
べ
き
事

　
で
あ
ら
う
。

　
　
以
上
の
如
ぐ
、
本
警
は
十
一
二
編
の
各
々
猫
濡
し
た
流
…
作
を
以
て
糠
…
成
隔
れ

　
必
ず
し
も
書
名
に
よ
っ
て
帯
磁
さ
れ
る
内
容
を
含
む
も
の
で
は
な
い
と
し
て

　
も
、
此
の
種
の
特
殊
闘
題
研
究
に
濡
す
る
、
重
要
白
熱
た
る
事
を
失
は
な
い

　
で
あ
ら
う
ρ
，
、
（
束
京
、
右
文
書
院
並
行
、
敵
襲
打
版
本
文
五
　
五
頁
、
索
6
1

　
三
八
頁
、
償
馨
圓
五
拾
銭
）
　
〔
内
藤
〕

第
ご
十
二
巷
　
第
二
擁
　
　
四
一
七

ぐ』173）

蹄



謝

介

鱗
二
十
二
巷
　
第
二
號
　
　
四
一
入

維
新
」
史
料
綱
．
要
　
巻
癌維

新
史
料
編
纂
事
務
局
編

　
曾
て
、
麟
治
灘
薪
の
饗
草
に
帯
す
る
更
料
を
蒐
集
編
纂
す
る
目
的
を
以
て

維
藩
史
料
編
纂
蕎
回
が
纐
織
さ
れ
、
　
そ
の
官
制
が
r
・
公
霧
さ
れ
た
の
ほ
開
治
四
十

闘
年
日
月
の
事
で
あ
っ
た
9
そ
の
後
同
誌
事
務
局
が
着
く
全
品
に
満
っ
て
悶
…

係
炎
摩
の
蒐
集
に
努
力
す
る
鰯
二
十
有
愚
管
，
、
挙
る
昭
和
六
年
七
月
に
至
っ

て
、
ひ
と
ま
つ
共
の
編
纂
の
業
成
り
、
大
臼
蓋
維
新
史
料
稿
本
の
初
稿
を
完

結
す
る
薬
が
出
際
た
。

　
弘
化
三
卑
二
月
牽
・
明
天
工
の
蹉
酢
よ
り
、
明
治
四
年
曖
撚
繭
黙
縣
に
震
る
重

嬰
史
料
を
含
む
右
稿
塞
は
、
現
在
文
部
省
内
の
同
事
務
局
に
於
て
專
ら
修
正

絞
訂
さ
れ
つ
』
あ
る
の
で
あ
る
が
、
阿
會
と
し
て
は
稿
宏
の
刊
行
に
先
立
ち
、

あ
た
か
も
大
誓
書
史
料
に
嘱
す
る
史
料
綜
覧
の
如
く
、
紫
紺
及
び
世
人
の
急

需
に
薫
ず
る
目
的
を
以
て
、
先
づ
稿
塞
の
大
綱
を
公
表
せ
ん
と
し
、
右
願
文

及
び
引
秘
更
料
の
出
典
の
み
を
編
年
騰
に
列
織
し
て
既
の
度
公
刊
し
た
も
の

が
本
書
で
あ
る
。

　
本
書
第
一
毬
は
弘
化
｝
二
年
よ
り
蜜
政
一
7
5
年
十
二
年
に
至
る
九
紫
閣
一
の
史
料

綱
交
を
怯
め
た
も
の
で
あ
る
が
、
本
書
の
出
飯
に
よ
っ
て
今
後
維
藏
史
に
隅
…

す
る
史
料
の
潮
煙
は
多
大
の
利
便
を
得
る
黙
と
な
る
で
あ
ら
う
。
只
、
そ
の

「
綱
文
二
蔀
麟
ス
ル
畑
帯
愚
心
｛
概
」
鉄
郎
岡
接
大
政
聯
難
敷
　
轟
轟
…
係
ス
ル
モ
ノ
」
（
例
…
冨
）

に
限
ら
れ
、
草
新
調
に
於
け
る
政
濃
外
交
史
料
集
成
の
如
き
観
の
あ
る
事
は

同
愈
の
如
き
事
業
の
盤
質
上
、
亦
止
む
を
鴛
な
い
輸
で
あ
ら
う
。
　
へ
東
京
資

黒
酒
店
獲
礎
．
、
洋
装
菊
版
、
六
九
二
頁
、
償
六
闘
）
　
〔
内
藤
）

山
鹿
素
行
集

　　第

饗聡

難
禿
婁
蕪

　
從
來
、
出
鹿
素
行
の
難
事
に
し
て
既
に
出
版
せ
ら
れ
た
も
の
は
頗
る
多
く

出
鹿
素
行
先
生
日
唱
訓
∵
中
朝
事
實
・
配
所
残
醜
∵
山
鹿
語
類
・
武
家
鰯
記
，

聖
数
要
録
・
講
繕
童
悶
・
武
教
小
野
・
孫
子
諺
嚢
等
は
、
卸
量
活
字
本
と
し

て
、
學
嚢
の
容
易
に
入
手
し
碍
る
も
の
で
、
彼
に
關
す
る
文
獣
の
刊
行
は
既

に
飽
和
状
態
に
撫
し
た
か
の
如
き
感
が
あ
る
。

　
そ
れ
は
、
霞
鹿
素
行
な
る
人
物
が
、
純
粋
録
本
人
酌
夕
汐
の
具
現
渚
と
し

て
既
に
早
く
明
治
の
申
葉
以
來
着
目
噴
傳
せ
ら
れ
て
來
た
歴
史
的
鰻
縁
に
由

る
も
の
で
あ
っ
て
、
彼
の
反
朱
子
隅
・
的
孔
孟
主
養
と
牢
入
的
環
境
か
ら
生
れ

た
反
幕
府
的
立
場
が
、
　
や
が
て
は
復
古
日
本
主
義
へ
議
比
し
て
行
っ
た
と
す

る
一
つ
の
岡
式
が
憧
に
行
は
れ
よ
う
と
し
て
み
る
。
既
虚
に
は
朋
か
に
、
朱

子
藩
邸
大
睦
主
嚢
、
反
朱
子
學
岩
邸
反
幕
府
主
義
者
と
す
る
一
つ
の
前
提
が

多
か
れ
少
か
れ
含
ま
れ
て
み
る
檬
に
思
は
れ
る
。

　
我
々
ほ
、
日
塞
文
化
史
上
、
思
想
の
申
世
的
雛
…
造
が
復
古
國
學
に
至
っ
て

次
第
に
逝
世
的
色
彩
を
深
め
て
行
く
過
程
に
於
て
、
復
古
派
儒
學
者
と
し
て

の
素
行
の
歴
史
的
位
羅
を
考
へ
る
場
合
、
h
耽
の
方
面
に
於
て
は
必
ず
し
竜
刊

行
史
料
の
不
足
を
感
じ
は
し
な
い
で
あ
ら
う
Q
け
れ
ど
も
、
徳
川
轟
府
の
建

設
期
、
家
光
、
家
綱
の
強
力
な
る
治
世
に
生
き
た
彼
の
學
問
の
、
封
建
制
會

に
於
け
る
赦
會
的
意
昧
に
悶
…
す
る
隈
り
、
　
か
」
る
岡
式
は
更
に
反
省
繊
討
せ

ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
事
が
考
へ
ら
れ
、
共
濾
に
新
た
な
る
資
料
へ
の
要
豊
が

起
っ
て
來
る
◎
此
の
意
隙
に
於
て
、
本
雪
濁
鹿
素
膏
蓬
の
公
刊
竺
つ

（1丁4）



の
詰
問
的
榮
嬰
を
撫
ふ
も
の
で
あ
ら
う
。
　
　
本
書
は
、
國
民
精
碑
文
化
研

究
所
助
手
筒
弁
甲
防
彦
氏
が
、
廣
く
山
鹿
素
行
の
…
遺
著
を
調
査
せ
ら
れ
た
拙
騨
米

振
舞
精
子
文
化
文
獄
と
し
て
吐
の
度
同
硯
究
所
－
．
軌
の
公
に
さ
れ
た
も
の
で
あ

っ
て
、
牧
・
む
る
所
は
五
種
七
編
、
全
部
未
刊
の
震
要
史
料
で
あ
る
Q

O
「
原
源
護
機
」
及
び
「
原
腸
獲
機
諺
解
」
は
共
に
素
行
の
門
下
と
し
て
教

　
　
を
受
け
た
津
輕
蒜
主
信
政
が
書
屋
し
、
素
行
自
ら
之
れ
に
批
顯
を
施
し

　
　
た
も
め
で
、
現
在
津
輻
伯
欝
家
に
所
藏
せ
ら
る
」
右
原
本
を
底
本
と
し

　　

ﾄ
、
他
に
出
久
四
善
所
藏
の
長
滋
養
（
凝
鴉
曝
書
驚

　　

嵐
T
）
寒
築
を
以
て
校
合
し
、
葭
戸
、
麗
家
所
臓
の
垂
下

　
　
筆
本
と
思
は
れ
る
も
の
を
蓼
考
と
し
て
み
る
。
此
の
畦
編
は
素
行
晩
年

　
　
の
下
作
に
か
」
り
、
朱
子
學
に
於
け
る
太
極
、
理
氣
立
論
の
如
く
、
聖

　
　
學
と
構
す
る
彼
の
學
問
に
形
而
上
學
的
鼻
背
を
與
へ
た
も
の
で
あ
る
が

　
　
朱
子
を
以
て
膚
ら
塞
理
宇
遽
と
論
難
し
た
彼
の
思
惣
正
系
も
亦
、
斯
か

　
　
る
構
造
を
有
し
て
み
た
鮎
は
特
に
注
目
す
べ
き
事
で
あ
ら
う
。
爾
本
書

　
　
附
録
に
は
、
右
二
編
の
解
説
書
と
も
言
ふ
べ
き
前
説
長
嶋
元
長
の
述
作

　
　
「
原
源
点
鼻
私
事
吉
」
（
中
出
久
四
郎
氏
所
紙
本
、
改
題
名
）
を
も
牧
録

　
　
し
て
理
解
に
重
な
ら
し
め
て
み
る
o

O
「
調
居
随
筆
」
は
素
行
の
自
筆
と
云
は
れ
る
惟
豊
里
本
及
び
申
山
風
藏
長

　
　
島
本
を
以
て
校
合
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
題
名
の
示
す
如
く
、
赤
穗
請

　
　
居
申
の
著
作
と
考
へ
ら
れ
て
る
る
。
そ
の
内
容
は
「
中
朝
事
實
」
「
調
居

　
　
詰
問
」
等
に
匹
遭
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
特
に
我
臨
に
於
け
る
交
武
．
幽

　
　
係
を
論
じ
た
武
徳
論
、
及
び
日
本
主
義
の
論
理
的
根
糠
を
な
す
水
上
の

　
　
辮
は
、
彼
の
愚
問
の
本
質
を
究
…
排
す
る
に
當
っ
て
考
慮
す
べ
き
重
黙
で

　
　
あ
ら
う
。

介

O
「
正
誠
難
事
」
「
齊
墨
斑
事
」
「
治
聖
奮
事
」
の
三
編
は
、
も
と
大
盗
の
八

　
　
単
騎
に
基
き
、
誠
意
正
心
、
修
身
画
家
、
治
國
畢
天
下
の
奮
事
を
胤
違

　
　
し
た
三
部
作
と
し
て
集
録
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
）
前
二
者
は
、
麦
那
古

　
　
聖
賢
の
言
行
を
纏
典
に
よ
っ
て
抜
薬
、
編
纂
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
後

　
　
者
（
別
名
、
豊
楽
要
録
）
に
総
て
は
、
聰
く
内
外
の
面
壁
に
撫
っ
て
治

　
　
國
李
天
下
の
要
諦
を
論
じ
、
太
古
以
來
の
歴
史
的
導
實
を
取
っ
て
我
國

　
　
の
政
治
膿
制
に
闘
す
る
意
見
を
表
明
し
て
み
る
熱
は
、
是
亦
、
彼
の
學

　
　
問
の
本
質
の
何
腱
に
在
る
か
を
派
す
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
叉
、
前
二

　
　
者
は
自
筆
惟
楊
庫
本
を
底
本
と
し
、
後
者
駅
亭
要
録
は
素
行
の
無
二
と

　
　
言
は
れ
る
惟
・
楊
庫
本
（
一
部
異
筆
）
及
び
富
戸
、
山
鹿
家
所
藏
本
（
岡

　
　
前
）
を
底
本
と
し
、
中
山
氏
所
藏
長
鳴
元
長
本
を
以
て
校
合
し
た
も
の

　
　
で
あ
り
、
且
右
三
編
の
著
作
年
代
は
不
明
で
あ
る
が
大
国
晩
年
の
述
作

　
　
と
考
へ
ら
れ
て
る
る
。

以
上
本
書
の
図
録
せ
る
諸
編
は
、
既
刊
遺
著
に
比
す
れ
ば
大
安
晩
年
の
薯
麺

に
撰
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
本
書
の
含
む
内
容
は
、
彼
の
武
士
道
論
を
開
心

と
し
て
、
今
後
の
素
行
研
究
に
新
た
な
る
示
唆
を
輿
へ
る
で
あ
ら
5
。
（
東
京

國
昆
精
紳
交
化
研
究
所
叢
行
、
非
費
品
、
菊
版
洋
装
、
本
文
六
九
入
頁
、
解

読
七
五
頁
、
爲
薦
強
意
貝
流
葉
）
　
〔
内
藤
〕

蘭
北
海
道
史

本
書
は
共
の
序
雷
に
よ
れ
ば
、

北
　
海
　
道
端
編

の
要
墓
に
よ
り
大
正
四
年
頃
よ
り
編
纂
事
業
を
㎜
閉
始
し
た
が
、

薗
に
…
嗣
蓮
五
十
鉱
，
記
念
事
業
と
し
て
道
民

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
種
々
の
事
情

第
二
十
二
巷
　
第
二
號
　
　
四
…
九
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